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市民協働推進センターを知ろう！ 中央公民館編 

 

           

市は、町内会・自治会活動の参考として各種

手引きを発行していますが、４月に「町内会・

自治会の手引き」と「（町内会・自治会向け）

補助制度の手引き」を改定しました。 

町内会・自治会長の皆様には、改定後の手引

きを別途お送りします。 

その他各種手引きも市HPに掲載して

おりますので、併せてご覧ください。 

町内会・自治会向けの手引きを
改訂しました！  

市広報ID 

1001907 

【令和４年度】市が新たに設立認
証したNPO法人を紹介します！ 

ＮＰＯ法人は、毎事業年度初めの３ヶ月以内に、

「事業報告書」等を所轄庁に提出しなければな

りません。また、役員の任期満了や住所等が変

わった際は、役員変更等届出書等の提出が必要

です。忘れずに提出しましょう。 

☆法人名：ＣＨＡＲＭＳ 

活動目的：この法人は、インターネット利用者

に対して、国際ロマンス詐欺等の特殊詐欺に対

する注意喚起や被害者救済のための有益な情報

を提供する。「安心安全なデジタル環境を築く社

会インフラの整備」を目的として、最新AIアプリ

の開発、提供、再学習、アップデートを行い、詐

欺被害を未然に防ぐ取り組みを推進することに

より、広く公益に寄与することを目的とする。 

 認証日：令和５年１月30日 

【お知らせ】ＮＰＯ法人の皆様へ、提出前に書類

を再度ご確認ください 

 

 町内会・自治会、ＮＰＯ法人等の地域活動や市

民協働を支援するために設置している市民協働推

進センターの中から、今回は、中央公民館を紹介

します！ 

 中央公民館では、入口付近（写真左）及びラウ

ンジ（写真右）に地域活動や市民協働に関する資

料や助成金情報などを配架しています。また、町

内会・自治会等の団体の打合せ等の利用の際に

は、会議室の貸出を行っており、４月１日から

は、館内でWi-Fiと有線LANのサービスがご利用で

きるようになりました。 

 会議室等の借用を希望される際には、お気軽に

ご相談ください。 

 中央公民館では、地域で活動する各種団体の企

画展示や市民向けの講座・イベントが数多く行わ

れています。美しい日本庭園や重要文化財も魅力

です。中央公民館をぜひ訪れてください！ 

  ●申込・お問合せ先 

  中央公民館（愛宕町14-1 ） 

  ☎（654-5366）FAX（653-3505） 

コース紹介 

 まちづくりコース（講師料無料。1グループ、何度でも！） 

 一般コース （1グループ、年度1回まで利用可能！） 

・豊かな知識や優れた技能を持つ盛岡市民や団体 

などを、講師として派遣します。  

 専門コース（講師料無料。1グループ、何度でも！） 

・専門的な知識を学びたい方向けに、大学と連 

携して大学の教員などを講師として派遣します。  

学びの循環推進事業「学びの輪」 

・盛岡市の制度や事業などを学ぶ機会を提供す 

るため、盛岡市の職員を派遣します。   

 町内会・自治会、学校、サークルなどのグループ

が講演会や学習会を開く際に、データバンクに登 

録された人を派遣します。  

※一般コースの謝金助成は1グループにつき、年度1

回まで利用可能です。（年間60グループまで） 

※指導者一覧及び 

 講座メニューは 

 こちらから。 
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発行：盛岡市市民部市民協働推進課 

〒020-8530 盛岡市内丸12-2 

TEL：019-626-7535（直通） 
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 青山地区まちづくり協議会（遠藤政幸会長）

は、２月10日（金）から11日（土）まで、盛岡ふ

れあい覆馬場プラザ（市青山二丁目）を会場に、

「第14回青山雪あかり」を開催しました。本事業

は、青山地区の冬の風物詩として恒例の行事と

なっており、地域の協力を得て行われています。 

 10日（金）には点火式が行われ、厨川中学校生

徒会やIGRいわて銀河鉄道株式会社社長など、地

域の方々が出席。同中学校の生徒や地域のボラン

ティアによって作成されたスノーキャンドルが会

場全体に設置され、雪が降りしきる中、皆で手分

けして点灯作業を行いました。また、インター

ネット上で募集した雪だるまフォトコンテストの

入賞作品が発表されました。 

 今年は初めての試みとして、「あおやまウイン

ターイルミネーション」が12月下旬から開催さ

れ、同会場にもイルミネーションが設置されまし

た。この事業は、中小企業庁の「がんばろう！商

店街事業」を活用し、支援金の交付を受けて実施

されたものです。イルミネーションのきらきらと

した輝きが重なり、雪景色の中の赤レンガを優し

く包み込んでいました。 

〇青山地区まちづくり協議会ＨＰ⇒ 

 



 ２月４日（土）、中央公民館など５公民館を会

場に、コミュニティリーダー研修会を開催し、町

内会・自治会の役員など37名が参加しました。今

年度は、事例発表の部を１月13日（金）から３月

31日（金）まで市公式YouTubeにて動画配信し、

当日は講演及び情報交換会を会場で行いました。  

 ここでは、事例発表及び講演の主な内容を紹介

します。 

 青山地区まちづくり協議会は、平

成24年に「青山地区地域協働推進計

画」を策定し、「人の“わ”でみん

な元気なまち青山」をスローガンに

活動しています。会員として登録されているの

は、町内会、自治会、商店会、小中学校PTA、保

育園、企業など42団体です。 

 ４月の「青山さくらまつり」、６月の「赤レン

ガまつり」、夏は会として「盛岡さんさ踊り」へ

発表団体３：盛岡市男女共同参画推進室    発表者：主任 小玉 諒さん、主事 岩間 海さん 

 市は、「性別等にかかわ

らず、誰もがお互いの人権

を尊重し、一人一人の個性

と能力を十分に発揮できる

社会」 を目指しています。多様な人が能力を発

揮することで、組織には今までと違った考え方・

視点や、工夫が生まれ、多様な住民のニーズに対

応することができるといった効果が期待されま

す。変化が激しい時代に、持続可能な組織の運営

をしていくためには、多様な人が多様な形で活躍

できる環境を整えていくことが必要です。 

 ある町内会では、女性や子育て世帯を取り込む

ため、役員の仕事内容を分かりやすくする、簡単

な手伝いのみをお願いし参加へのハードルを下げ

るといった取組を行った事例があります。家庭状

況や考え方はそれぞれ異なることを前提に、家庭

や仕事といった個人の生活基盤を第一に考え、互

いに尊重しあうことが大切です。 

 令和２年、これまで様々な

業務を担っていた役員が空席

となり、町内会の危機は突然

やって来ました。そもそも町

内会は必要なのか？という疑問から始まり、組織

の在り方や事業の目的、執行体制について改めて

考えました。 

 各部の役割を再確認し、役員はみんなで広く浅

くやると決めました。役員間ではグループメール

を開始し、いつからか回覧となっていた会報を、

の参加、秋には「青山こどもフェスティバル」

を開催するなど、年間を通して様々な活動を

行っています。新型コロナウイルス感染症の拡

大により、ここ数年は一部事業を中止していま

すが、「認知症声かけ保護訓練」と「青山地区

防災訓練」は、休まず継続することができてい

ます。各事業は、地域の小中学校や施設・企業

など様々な団体と協力し、多くのボランティア

に加わってもらいながら実施しています。 

毎月各戸配布に戻しました。会報は、町内会が何

をしているか、誰がやっているか分かるように、

タイムリーなお知らせを心がけています。行事は

その都度振り返りを行い改善点を確認し、次年度

の計画に生かすこととしています。 

 現在は、コミュニケーションを増やしたいとい

うことを課題とし、①暮らしやすく楽しい町内で

あること、②防災教育活動は大事、③日頃から声

をかけられる緩い関係性づくりを目標に、活動し

ています。 

発表団体１：青山地区まちづくり協議会    発表者：事務局長 秋篠 京子さん 

発表団体２：緑が丘一丁目北区町内会    発表者：会長 藤原 徳雄さん、広報係 菅原 由紀さん 

※ 発表者の役職は２月時点のものです。 

【中央公民館】 

令和４年度 「宝くじの助成金」で備品を整備しました！ 

 （一財）自治総合センターは、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を図

るため、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動備品の整備やコ

ミュニティセンターの建設等に対するコミュニティ助成事業を行っています。 

 令和４年度は、市内の４団体（盛岡駅前北通町内会、滝の下町内会、下川原

町内会及び庄ヶ畑町内会）がコミュニティ助成事業の採択を受け、活動に必要

な備品を整備しました。 

 
■令和６年度実施分は、５年９月に市を通して募集を行う予定です。申請を検討される団体は、あらかじめ     

 必要な備品を確認するなど準備を進めていただくことをお勧めします。 

■令和５年度の実施要項等、事業の詳細については、団体のホームページをご覧ください。  

 一般財団法人 自治総合センター｜宝くじの社会貢献広報事業｜コミュニティ助成事業 

 https://www.jichi-sogo.jp/lottery/comunity 

■同事業は、岩手県が市を通じて募集する「元気なコミュニティ特選団体」の認定を受けると、県の審 

 査において、優遇されることが公表されています。「コミュニティ助成事業」及び「元気なコミュニティ特  

 選団体」の詳細は、市民協働推進課 協働推進係（☎626-7535）へお問い合わせください。 

主催：盛岡市、盛岡市町内会連合会、玉山地域自治会連絡協議会、“世界につながるまち盛岡”市民会議 

演題： 担い手不足解消へ～地域組織の負担軽減＆IT活用のヒント～ 

講師 

 合同会社フォーティR＆C  

 代表 水津 陽子さん 

○加入率低下、担い手不足の背景には、地域組織

の会長や役員の認識と、住民ニーズ・ライフスタ

イルの変化の差があります。その差が、閉鎖的・

排他的・硬直的な組織を生み、認知度・魅力度の

低下を招き、負担感・抵抗感を与えています。 

○担い手不足の対応策として、①運営の在り方を

見直し、役員の負担を減らすこと、②役割に応じ

た報酬制を取り入れること、③会費・役割の免除

や減免制度を検討するなど各種制度の見直しが挙

げられます。 

○現在では60代以上の高齢者の就業率が高く、女

性も８割が働いています。気軽に参加しやすい雰

囲気づくりや顔の見える関係づくりに取り組み、

女性、若手・学生、現役世代、外国人など様々な

人材を取り込んでいくことが必要です。 

○インターネットの普及が進み、スマートフォン

を大多数の人が所有する時代になりました。イン

ターネット環境のない人にも配慮をしつつ、IT活

用の方向へ進めていくことも重要です。 

○ITを活用する際には、①目的を明確に、②無理

しない・無理強いしない、③行動に移し、継続す

ることを大原則とします。そして、①現状把握

（利用意向、人材の有無）→②推進体制（協力メ

ンバーの募集）→③活用プラン（進め方）→④情

報発信→⑤実行と検証（試行し、振り返る）の順

に進めていくことが効果的です。 

○会への加入や参加を一律に求めるのではなく、

関われる部分から参加してもらい、次世代へと繋

いでいきましょう。 
【西部公民館】 


